
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

告

示

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
意
見
が
あ
っ
た
件

三
四
一

○
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し
た
件

三
四
一

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
旨
の
通
知
を
す
る
森
林
所
有
者
等
の
所

在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
当
該
通
知
の
内
容
を
掲
示
し
た
件
三
件

三
四
一

公

告

○
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
公
聴
会
を
開

催
す
る
件
を
変
更
す
る
件

三
四
二

○
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
件

三
四
三

○
土
地
改
良
区
の
役
員
が
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件

三
四
三

○
土
地
改
良
区
の
役
員
が
就
退
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件

三
四
三

○
都
市
計
画
の
変
更
に
係
る
関
係
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
件

三
四
四

○
一
般
競
争
入
札
を
行
う
件

三
四
四

福
島
県
警
察
本
部

○
落
札
者
を
決
定
し
た
件

三
四
六

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

○
審
査
の
申
立
て
に
つ
い
て
裁
決
し
た
件

三
四
七

告

示

福
島
県
告
示
第
五
百
七
十
九
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
第
六
条
第
二
項
の
変
更
の
届
出
に
係
り
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
及
び
第
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
令
和
三
年

八
月
二
十
日
か
ら
同
年
九
月
二
十
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
、

福
島
県
い
わ
き
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
い
わ
き
市
産
業
振
興
部
商

業
労
政
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
八
月
二
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

マ
ル
ト
好
間
店

福
島
県
い
わ
き
市
好
間
町
中
好
間
字
上
川
原
六
一
ほ
か

二

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
い
わ
き
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要

１

交
通
に
係
る
事
項

㈠

当
該
店
舗
に
お
け
る
一
般
出
入
口
及
び
荷
捌
き
専
用
出
入
口
付
近
に
お
い
て
、
車
が
歩
行
者

や
自
転
車
の
通
行
を
妨
げ
な
い
よ
う
、
警
備
員
の
配
置
及
び
減
速
・
一
時
停
止
を
促
す
注
意
喚

起
の
標
示
を
行
う
な
ど
、
交
通
事
故
防
止
の
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

㈡

当
該
区
域
は
、
小
学
校
及
び
中
学
校
の
通
学
区
域
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
工
事
期
間
中

も
含
め
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

２

騒
音
の
発
生
に
係
る
事
項

建
築
工
事
期
間
中
又
は
営
業
開
始
後
、
苦
情
等
が
申
し
立
て
ら
れ
た
場
合
に
は
、
関
係
機
関
に

指
導
等
を
仰
ぎ
、
誠
意
を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
。

３

そ
の
他

届
出
地
は
、
河
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
浸
水
深
五
・
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
〇
・
〇
メ
ー
ト

ル
未
満
の
河
川
洪
水
浸
水
想
定
区
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
水
害
発
生
時
に
お
け
る
対
応
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
他
の
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
避
難
誘
導
、
情
報
伝
達
な
ど
の
対
応
が
迅
速
に
実

施
で
き
る
よ
う
、
従
業
員
に
対
す
る
防
災
教
育
、
訓
練
を
行
う
と
と
も
に
、
来
店
者
が
速
や
か
な

対
応
を
と
れ
る
よ
う
避
難
経
路
の
表
示
等
を
適
切
に
行
う
こ
と
。

三

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要

意
見
書
の
提
出
な
し

（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
）

福
島
県
告
示
第
五
百
八
十
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
新
地
町

土
地
改
良
区
か
ら
令
和
三
年
六
月
七
日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
定
款
の
変
更
に
つ
い
て
、
同
年
八
月
四

日
認
可
し
た
。

令
和
三
年
八
月
二
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

（
農
村
計
画
課
）

福
島
県
告
示
第
五
百
八
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
旨
の
通
知
を
す
る
相
手
方

の
う
ち
次
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
当
該
通
知
の
内
容
を
下
郷
町
役
場
の
掲
示
場
に
掲
示
し
た
。
当
該
通
知
の
内
容
の
要
旨
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
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令和３年８月20日 金曜日 福 島 県 報 第222号 342

令
和
三
年
八
月
二
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

所
在
の
不
分
明
な
者
の
氏
名

五
十
嵐
久
平

渡
部
直
三
郎

渡
部
林
次
郎

遠
藤
岩
吉

児
山
甚
三
郎

小
山
市
作

小
山
豊

作

遠
藤
甚
吉

小
山
善
吉

小
山
栄
吉

小
山
常
松

遠
藤
善
作

遠
藤
定
吉

遠
藤
吉
次
郎

遠
藤
浅
吉

星
源
八
郎

遠
藤
源
次

五
十
嵐
新
次
郎

五
十
嵐
久
太
郎

遠
藤
卯
平

堀
井
勝
太

郎

小
山
清
太
郎

渡
部
豊
三
郎

渡
部
竹
松

黒
森
勵
岸

渡
部
庄
次
郎

渡
部
四
五
エ
門

渡

部
伊
八

五
十
嵐
久
六

渡
部
儀
作

渡
部
熊
吉

渡
部
周
作

渡
部
傳
三
郎

渡
部
利
平

渡
部

平
八

渡
部
竹
四
郎

渡
部
彦
七

渡
部
文
吉

堀
井
長
七

渡
部
長
四
郎

渡
部
弥
重

渡
部
久

三
郎

渡
部
七
三
郎

渡
部
長
太
郎

渡
部
喜
六

渡
部
豊
太
郎

渡
部
亀
重

渡
部
常
太
郎

渡

部
夘
之
吉

渡
部
庄
三
郎

渡
部
喜
代
作

渡
部
林
太
郎

渡
部
金
四
郎

遠
藤
清
次

堀
井
久
次

二

通
知
の
内
容
の
要
旨

１

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
と
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
こ
と
。

２

当
該
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件
に
つ
い
て
は
、
保
安
林

の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件
（
令
和
三
年
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
五
号
）
に
よ
る
こ
と
。

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
五
百
八
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
旨
の
通
知
を
す
る
相
手
方

の
う
ち
次
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
当
該
通
知
の
内
容
を
下
郷
町
役
場
の
掲
示
場
に
掲
示
し
た
。
当
該
通
知
の
内
容
の
要
旨
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
三
年
八
月
二
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

所
在
の
不
分
明
な
者
の
氏
名

星
サ
ク

要
サ
タ

星
忠
吉

星
ト
ク
ヨ

二

通
知
の
内
容
の
要
旨

１

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
と
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
こ
と
。

２

当
該
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件
に
つ
い
て
は
、
保
安
林

の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件
（
令
和
三
年
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
四
十
九
号
）
に
よ
る
こ

と
。

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
五
百
八
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
旨
の
通
知
を
す
る
相
手
方

の
う
ち
次
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
当
該
通
知
の
内
容
を
下
郷
町
役
場
の
掲
示
場
に
掲
示
し
た
。
当
該
通
知
の
内
容
の
要
旨
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
三
年
八
月
二
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

所
在
の
不
分
明
な
者
の
氏
名

五
十
嵐
久
平

渡
部
直
三
郎

渡
部
林
次
郎

遠
藤
岩
吉

児
山
甚
三
郎

小
山
市
作

小
山
豊

作

遠
藤
甚
吉

小
山
善
吉

小
山
栄
吉

小
山
常
松

遠
藤
善
作

遠
藤
定
吉

遠
藤
吉
次
郎

遠
藤
浅
吉

星
源
八
郎

遠
藤
源
次

五
十
嵐
新
次
郎

五
十
嵐
久
太
郎

遠
藤
卯
平

堀
井
勝
太

郎

小
山
清
太
郎

渡
部
豊
三
郎

黒
森
励
岸

渡
部
竹
松

渡
部
庄
次
郎

渡
部
四
五
エ
門

渡

部
伊
八

五
十
嵐
久
六

渡
部
儀
作

渡
部
熊
吉

渡
部
周
作

渡
部
傳
三
郎

渡
部
利
平

渡
部

平
八

渡
部
竹
四
郎

渡
部
彦
七

渡
部
文
吉

堀
井
長
七

渡
部
長
四
郎

渡
部
彌
重

渡
部
久

三
郎

渡
部
七
三
郎

渡
部
長
太
郎

渡
部
喜
六

渡
部
豊
太
郎

渡
部
亀
重

渡
部
常
太
郎

渡

部
夘
之
吉

渡
部
庄
三
郎

渡
部
喜
代
作

渡
部
林
太
郎

渡
部
金
四
郎

遠
藤
清
次

堀
井
久
次

二

通
知
の
内
容
の
要
旨

１

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
と
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
こ
と
。

２

当
該
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件
に
つ
い
て
は
、
保
安
林

の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件
（
令
和
三
年
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
四
号
）
に
よ
る
こ
と
。

（
森
林
保
全
課
）

公

告

公
告
第
百
六
十
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
公
聴
会
を
開
催
す
る
件
（
令
和
三

年
福
島
県
公
告
第
百
四
十
三
号
）
（
令
和
三
年
八
月
二
十
四
日
開
催
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
を
、
次

の
と
お
り
変
更
す
る
。

令
和
三
年
八
月
二
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

日

時

場

所

案

件

令
和
三
年
九
月
十
五
日

南
会
津
郡
南
会
津
町

尾
瀬
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地

午
前
十
時
三
十
分

福
島
県
南
会
津
合
同
庁
舎

区
の
指
定
に
つ
い
て

四
階
会
議
室

（
自
然
保
護
課
）

───────────────────────────────────────────────────────────
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───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
公 告 第 １ ６ １ 号
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 福 島 県 生 活 保 護 電 算 シ ス テ ム の

賃 貸 借 に つ い て 、 次 の と お り 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た の で 、 地 方 公 共 団 体 の 物 品 等
又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 372号 。 以 下 「 特 例 政 令 」
と い う 。 ） 第 12条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島 県 規 則 第 17号 ） 第 274条 の 11第 １ 項
の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

令 和 ３ 年 ８ 月 20日
福 島 県 知 事 内 堀 雅 雄

１ 随 意 契 約 に 係 る 特 定 役 務 の 名 称 及 び 数 量
福 島 県 生 活 保 護 電 算 シ ス テ ム 一 式

２ 契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 課 の 名 称 及 び 所 在 地
福 島 県 保 健 福 祉 部 生 活 福 祉 総 室 社 会 福 祉 課 福 島 県 福 島 市 杉 妻 町 ２ 番 16号

３ 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 日
令 和 ３ 年 ６ 月 11日

４ 随 意 契 約 の 相 手 方 の 氏 名 及 び 住 所
北 日 本 コ ン ピ ュ ー タ ー サ ー ビ ス 株 式 会 社 秋 田 県 秋 田 市 南 通 築 地 15番 32号

５ 随 意 契 約 に 係 る 契 約 金 額
5 0 , 5 6 9 , 2 0 0円

６ 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続
随 意 契 約

７ 随 意 契 約 と す る こ と と し た 理 由
特 例 政 令 第 11条 第 １ 項 第 ２ 号 該 当

（ 社 会 福 祉 課 ）
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公 告 第 １ ６ ５ 号
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 物 品 等 の 購 入 に つ い て 、 次 の と

お り 一 般 競 争 入 札 を 行 う の で 、 地 方 公 共 団 体 の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を
定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 372号 ） 第 ６ 条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島 県 規 則 第
17号 。 以 下 「 財 務 規 則 」 と い う 。 ） 第 274条 の ３ 第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

令 和 ３ 年 ８ 月 20日
福 島 県 知 事 内 堀 雅 雄

１ 入 札 に 付 す る 事 項
⑴ 調 達 を す る 物 品 等 の 名 称 及 び 数 量 大 型 バ ス １ 台
⑵ 調 達 を す る 物 品 等 の 仕 様 等 仕 様 書 に よ る 。
⑶ 納 入 期 限 令 和 ４ 年 ３ 月 31日 （ 木 ）
⑷ 納 入 場 所 福 島 県 立 い わ き 支 援 学 校

２ 入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格 に 関 す る 事 項
次 に 掲 げ る 条 件 を 全 て 満 足 し て い る 者 で あ り 、 か つ 、 当 該 入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要

な 資 格 の 確 認 を 受 け た 者 で あ る こ と 。
⑴ 地 方 自 治 法 施 行 令 （ 昭 和 22年 政 令 第 16号 ） 第 167条 の ４ 第 １ 項 各 号 の い ず れ に も 該
当 し な い 者 で あ る こ と 。

⑵ 福 島 県 の 物 品 購 入 （ 修 繕 ） 競 争 入 札 参 加 有 資 格 者 名 簿 に 登 載 さ れ て い る 者 又 は 開
札 時 ま で に 福 島 県 の 物 品 購 入 （ 修 繕 ） 競 争 入 札 参 加 資 格 を 取 得 し て い る 者 で あ る こ
と 。

⑶ 物 品 購 入 （ 修 繕 ） 一 般 競 争 入 札 参 加 資 格 確 認 申 請 書 の 提 出 期 限 の 日 か ら 入 札 の 日
ま で の 間 に 福 島 県 か ら 物 品 の 買 入 れ 又 は 修 繕 に 係 る 参 加 資 格 制 限 を 受 け て い な い こ
と 。

⑷ こ の 公 告 に 示 し た 仕 様 に 合 致 し た 物 品 又 は こ れ と 同 等 の 物 品 に つ い て 納 入 実 績 が
あ り 、 か つ 、 確 実 に 納 入 で き る こ と 。

３ 入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格 の 確 認
入 札 に 参 加 を 希 望 す る 者 は 、 所 定 の 物 品 購 入 （ 修 繕 ） 一 般 競 争 入 札 参 加 資 格 確 認 申

請 書 に 、 ２ の ⑷ に 掲 げ る 事 項 に つ い て 証 明 で き る 書 類 を 添 付 し て 、 令 和 ３ 年 ９ 月 ８ 日
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（ 水 ） 午 後 ５ 時 ま で に 次 に 掲 げ る 場 所 に 提 出 し 、 当 該 入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格
の 確 認 を 受 け る こ と 。 な お 、 郵 送 に よ り 提 出 す る 場 合 は 、 令 和 ３ 年 ９ 月 ８ 日 （ 水 ） 午
後 ５ 時 ま で 必 着 と す る 。
郵 便 番 号 960 -8670 福 島 県 福 島 市 杉 妻 町 ２ 番 16号
福 島 県 出 納 局 入 札 用 度 課
電 話 024 - 52 1 - 7 563

４ 契 約 条 項 を 示 す 場 所 及 び 期 間
３ に 掲 げ る 場 所 に お い て 令 和 ３ 年 ８ 月 20日 （ 金 ） か ら 同 年 ９ 月 ８ 日 （ 水 ） ま で （ 土

曜 日 及 び 日 曜 日 を 除 く 。 ） の 午 前 ８ 時 30分 か ら 午 後 ５ 時 ま で
５ 入 札 書 の 提 出 場 所 等
⑴ 入 札 書 の 提 出 場 所 、 入 札 説 明 書 の 配 布 場 所 及 び 問 合 せ 先 ３ に 掲 げ る 場 所 に 同 じ 。
な お 、 郵 送 に よ る 入 札 説 明 書 の 配 布 を 希 望 す る 場 合 は 、 日 本 産 業 規 格 Ａ 列 ４ 番 の 大
き さ の 用 紙 15枚 が 入 る 程 度 の 大 き さ で 、 所 定 の 料 金 分 の 切 手 を 貼 っ た 宛 先 明 記 の 返
信 用 封 筒 を 同 封 の 上 、 ３ に 掲 げ る 場 所 ま で 令 和 ３ 年 ８ 月 27日 （ 金 ） 午 後 ５ 時 ま で に
必 着 で 請 求 す る こ と 。

⑵ 入 札 説 明 会 の 日 時 及 び 場 所 令 和 ３ 年 ８ 月 27日 （ 金 ） 午 後 ３ 時 福 島 県 出 納 局 入
札 用 度 課

⑶ 入 札 及 び 開 札 の 日 時 及 び 場 所 令 和 ３ 年 ９ 月 30日 （ 木 ） 午 前 11時 福 島 県 出 納 局
入 札 用 度 課 （ 郵 便 に よ り 入 札 を す る 場 合 は 、 書 留 郵 便 に よ り 行 う も の と し 、 同 月
29日 （ 水 ） 午 後 ５ 時 ま で に 必 着 の こ と 。 ）

６ 入 札 保 証 金 及 び 契 約 保 証 金
⑴ 入 札 保 証 金 こ の 入 札 に 参 加 を 希 望 す る 者 は 、 入 札 金 額 （ 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税
を 含 む 。 ） の 100分 の ３ 以 上 の 額 の 入 札 保 証 金 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、
財 務 規 則 第 249条 第 １ 項 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に お い て は 、 入 札 保 証 金 の 全
部 又 は 一 部 の 納 付 を 免 除 す る 。

⑵ 契 約 保 証 金 落 札 者 は 、 契 約 金 額 の 100分 の ５ 以 上 の 額 の 契 約 保 証 金 を 納 付 し な け
れ ば な ら な い 。 た だ し 、 財 務 規 則 第 229条 第 １ 項 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に お
い て は 、 契 約 保 証 金 の 全 部 又 は 一 部 の 納 付 を 免 除 す る 。

７ 入 札 に 参 加 を 希 望 す る 者 に 要 求 さ れ る 事 項
こ の 入 札 に 参 加 を 希 望 す る 者 は 、 開 札 日 の 前 日 ま で の 間 に お い て 、 提 出 し た 書 類 に

関 し 、 福 島 県 知 事 か ら 説 明 を 求 め ら れ た 場 合 は 、 そ れ に 応 じ な け れ ば な ら な い 。
８ 入 札 の 無 効

２ の 入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格 の な い 者 の し た 入 札 及 び 入 札 説 明 書 に お い て 示
す 入 札 に 関 す る 条 件 等 に 違 反 し た 入 札 は 、 無 効 と す る 。

９ そ の 他
⑴ 契 約 手 続 に お い て 使 用 す る 言 語 及 び 通 貨 日 本 語 及 び 日 本 国 通 貨
⑵ 入 札 方 法 落 札 の 決 定 に 当 た っ て は 、 入 札 書 に 記 載 さ れ た 金 額 に 当 該 金 額 の 100分
の 10に 相 当 す る 額 を 加 算 し た 金 額 （ 当 該 金 額 に １ 円 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 そ の
端 数 金 額 を 切 り 捨 て た 金 額 ） を も っ て 落 札 価 格 と す る の で 、 入 札 者 は 、 消 費 税 に 係
る 課 税 事 業 者 で あ る か 免 税 事 業 者 で あ る か を 問 わ ず 、 見 積 も っ た 契 約 希 望 金 額 の 110
分 の 100に 相 当 す る 金 額 を 入 札 書 に 記 載 す る こ と 。

⑶ 落 札 者 の 決 定 方 法 予 定 価 格 の 制 限 の 範 囲 内 で 最 低 の 価 格 を も っ て 有 効 な 入 札 を
行 っ た 者 を 落 札 者 と す る 。

⑷ 契 約 書 作 成 の 要 否 要
⑸ 福 島 県 政 府 調 達 苦 情 検 討 委 員 会 か ら の 要 請 等 福 島 県 知 事 は 、 福 島 県 政 府 調 達 苦
情 検 討 委 員 会 （ 福 島 県 政 府 調 達 苦 情 検 討 委 員 会 設 置 要 綱 （ 平 成 ８ 年 福 島 県 告 示 第 320
号 ） 第 １ 条 に 規 定 す る 委 員 会 を い う 。 ） か ら 契 約 停 止 の 要 請 を 受 け た 場 合 は 契 約 の
執 行 を 停 止 し 、 契 約 を 破 棄 す る 提 案 が 出 さ れ た 場 合 は 契 約 を 破 棄 す る こ と が で き る 。

⑹ そ の 他 詳 細 は 、 入 札 説 明 書 に よ る 。
10 Summary
⑴ N a t u r e a n d q u a n t i t y o f t h e p r o d u c t s t o b e p u r c h a s e d : O n e l a r g e - s i z e b u s
⑵ T i m e - l i m i t o f t e n d e r ( b y h a n d ) : 1 1 : 0 0 a . m . , 3 0 S e p t e m b e r 2 0 2 1
⑶ T i m e - l i m i t o f t e n d e r ( b y m a i l ) : 5 : 0 0 p . m . , 2 9 S e p t e m b e r 2 0 2 1
⑷ Co n t a c t p o i n t f o r t h e n o t i c e : B i d A dm i n i s t r a t i o n D i v i s i o n , T r e a s u r y Bu r e a u ,
Fukushima Prefec tura l Government , 2-16 Sug i t suma-cho , Fukush ima Ci ty , Fukush ima
960 -8670 Japan TEL 024-521-7563

（ 入 札 用 度 課 ）

───────────────────────────────────────────────────────────
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福
島
県
警
察
本
部

福 島 県 警 察 本 部 公 告 第 ７ ７ 号
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 福 島 県 警 察 電 子 情 報 統 合 シ ス テ

ム 用 機 器 の 賃 貸 借 に つ い て 、 次 の と お り 落 札 者 を 決 定 し た の で 、 地 方 公 共 団 体 の 物 品 等
又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 372号 。 以 下 「 特 例 政 令 」
と い う 。 ） 第 12条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島 県 規 則 第 17号 ） 第 274条 の 11第 １ 項
の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

令 和 ３ 年 ８ 月 20日
福 島 県 警 察 本 部 長 和 田 薫

１ 落 札 に 係 る 借 入 物 品 の 名 称 及 び 数 量
福 島 県 警 察 電 子 情 報 統 合 シ ス テ ム 用 機 器 一 式

２ 契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 課 の 名 称 及 び 所 在 地
福 島 県 警 察 本 部 警 務 部 会 計 課 福 島 県 福 島 市 杉 妻 町 ５ 番 75号

３ 落 札 者 を 決 定 し た 日
令 和 ３ 年 ６ 月 24日

４ 落 札 者 の 氏 名 及 び 住 所
富 士 通 リ ー ス 株 式 会 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 練 塀 町 ３ 番 地

５ 落 札 金 額
1 2 1 , 1 7 4 , 4 1 6円

６ 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続
一 般 競 争 入 札

７ 特 例 政 令 第 ６ 条 の 公 告 を 行 っ た 日
令 和 ３ 年 ５ 月 14日

（ 会 計 課 ）
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福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
八
号

令
和
三
年
四
月
十
一
日
執
行
の
湯
川
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関
し
、
福
島

県
河
沼
郡
湯
川
村
大
字
湊
字
村
中
甲
二
百
八
十
七
番
地
菅
沼
弘
志
か
ら
提
起
さ
れ
た
審
査
の
申
立
て
に

つ
い
て
、
令
和
三
年
八
月
六
日
、
次
の
と
お
り
裁
決
し
た
。

令
和
三
年
八
月
二
十
日

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

遠

藤

俊

博

裁

決

書

福
島
県
河
沼
郡
湯
川
村
大
字
湊
字
村
中
甲
二
百
八
十
七
番
地

審
査
申
立
人

菅
沼

弘
志

右
記
審
査
申
立
人
（
以
下
「
申
立
人
」
と
い
う
。
）
か
ら
令
和
三
年
五
月
二
十
六
日
付
け
で
提
起
さ

れ
た
令
和
三
年
四
月
十
一
日
執
行
の
湯
川
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
以
下
「
本
件
選
挙
」
と
い
う
。
）

に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関
す
る
審
査
の
申
立
て
（
以
下
「
本
件
審
査
の
申
立
て
」
と
い
う
。
）
に
つ

い
て
、
福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
（
以
下
「
当
委
員
会
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
と
お
り
裁
決
す
る
。

主

文

本
件
審
査
の
申
立
て
を
棄
却
す
る
。

審
査
の
申
立
て
の
要
旨

申
立
人
は
、
令
和
三
年
四
月
二
十
日
に
、
本
件
選
挙
に
お
い
て
当
選
人
と
な
っ
た
三
澤
榮
三
（
以
下

「
本
件
当
選
人
」
と
い
う
。
）
の
当
選
の
効
力
に
関
し
、
湯
川
村
選
挙
管
理
委
員
会
（
以
下
「
村
委
員

会
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
異
議
の
申
出
（
以
下
「
本
件
異
議
の
申
出
」
と
い
う
。
）
を
し
た
と
こ
ろ
、

村
委
員
会
は
同
年
五
月
十
三
日
に
こ
れ
を
棄
却
す
る
決
定
（
以
下
「
原
決
定
」
と
い
う
。
）
を
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
申
立
人
は
原
決
定
を
不
服
と
し
て
、
当
委
員
会
に
対
し
、
原
決
定
を
取
り
消
し
、

本
件
選
挙
に
お
け
る
本
件
当
選
人
の
当
選
を
無
効
と
す
る
と
の
裁
決
を
求
め
本
件
審
査
の
申
立
て
を
行
っ

た
。申

立
人
が
本
件
審
査
の
申
立
て
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
要
す
る
に
、

一

村
委
員
会
が
本
件
選
挙
の
執
行
に
当
た
り
発
行
し
た
選
挙
公
報
（
以
下
「
本
件
選
挙
公
報
」
と
い

う
。
）
に
お
い
て
、
本
件
当
選
人
が
行
政
書
士
と
し
て
の
登
録
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
行
政
書
士

と
称
し
た
行
為
は
、
行
政
書
士
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
号
）
第
十
九
条
の
二
第
一
項
（
行
政

書
士
で
な
い
者
が
行
政
書
士
又
は
こ
れ
と
紛
ら
わ
し
い
名
称
を
用
い
る
こ
と
を
禁
じ
る
規
定
）
並
び

に
同
法
第
六
条
及
び
第
六
条
の
二
（
行
政
書
士
と
な
る
た
め
に
は
日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
に
登
録

の
申
請
を
し
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
の
規
定
）
に
違
反
す
る
身
分
及
び
経
歴
の
詐
称
で

あ
り
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
。
以
下
「
公
選
法
」
と
い
う
。
）
第
二
百
三
十

五
条
第
一
項
の
「
虚
偽
事
項
の
公
表
罪
」
に
該
当
す
る
こ
と

二

本
件
選
挙
公
報
に
お
い
て
、
本
件
当
選
人
が
「
宅
地
建
物
取
扱
主
任
者
」
と
い
う
そ
も
そ
も
存
在

し
な
い
名
称
を
名
乗
っ
た
行
為
及
び
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
又
は
宅
地
建
物
取
引
士
の
い
ず
れ
の
登

録
も
し
て
い
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
ら
と
紛
ら
わ
し
い
「
宅
地
建
物
取
扱
主
任
者
」
と
い

う
名
称
を
名
乗
っ
た
行
為
は
身
分
及
び
経
歴
の
詐
称
で
あ
り
、
公
選
法
第
二
百
三
十
五
条
第
一
項
の

「
虚
偽
事
項
の
公
表
罪
」
に
該
当
す
る
こ
と

三

一
及
び
二
に
よ
り
本
件
選
挙
に
お
け
る
本
件
当
選
人
の
当
選
は
無
効
で
あ
る
こ
と

四

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
村
委
員
会
が
本
件
異
議
の
申
出
を
棄
却
し
た
原
決
定
は
公
正
な
判
断
に
よ

る
も
の
で
は
な
い
こ
と

で
あ
る
。裁

決
の
理
由

当
委
員
会
は
、
申
立
人
か
ら
提
起
さ
れ
た
本
件
審
査
の
申
立
て
を
適
法
な
も
の
と
認
め
て
受
理
し
、

村
委
員
会
に
審
査
申
立
書
に
対
す
る
弁
明
書
の
提
出
の
機
会
を
付
与
し
、
ま
た
申
立
人
に
弁
明
書
に
対

す
る
反
論
書
の
提
出
の
機
会
を
付
与
し
、
更
に
は
申
立
人
に
対
し
て
口
頭
意
見
陳
述
の
機
会
を
付
与
し
、

慎
重
に
審
理
を
行
っ
た
。

一
般
に
、
選
挙
の
投
票
全
般
の
公
正
を
疑
わ
せ
る
事
由
が
選
挙
無
効
原
因
に
当
た
り
、
個
々
の
投
票

の
効
力
、
帰
属
を
左
右
す
る
事
由
が
当
選
無
効
原
因
に
当
た
る
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
及
び
当
選
訴
訟

の
結
果
特
定
の
当
選
人
の
当
選
が
無
効
と
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
選
人
の
更
正
決
定
に
関
す
る
公
選

法
の
規
定
（
第
九
十
六
条
参
照
。
な
お
、
右
記
の
更
正
決
定
は
、
当
選
訴
訟
の
結
果
確
定
さ
れ
た
事
実

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
）
等
に
鑑
み
る
と
、
当
選
無
効
は
当
該
選
挙
が

有
効
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
当
選
無
効
原
因
と
な
り
得

べ
き
違
法
事
由
に
は
、
当
該
当
選
人
決
定
に
つ
い
て
の
違
法
即
ち
、
当
選
人
を
決
定
し
た
機
関
の
構
成

や
決
定
手
続
の
違
法
、
各
候
補
者
の
有
効
得
票
数
の
算
定
の
違
法
、
当
選
と
な
り
得
る
資
格
の
有
無
の

認
定
に
関
す
る
違
法
等
の
み
が
こ
れ
に
当
た
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
（
昭
和
三
十
年
九
月

二
十
九
日
大
阪
高
等
裁
判
所
判
決
／
昭
和
三
十
年
（
ナ
）
第
五
号
、
平
成
四
年
十
二
月
十
七
日
名
古
屋

高
等
裁
判
所
判
決
／
平
成
四
年
（
行
ケ
）
第
一
号
）
。

と
こ
ろ
で
、
申
立
人
が
本
件
当
選
人
の
当
選
を
無
効
と
主
張
す
る
理
由
は
、
審
査
の
申
立
て
の
要
旨

に
お
い
て
述
べ
た
と
お
り
、
本
件
選
挙
公
報
に
お
け
る
本
件
当
選
人
の
身
分
及
び
経
歴
の
詐
称
並
び
に

こ
の
身
分
及
び
経
歴
の
詐
称
が
公
選
法
第
二
百
三
十
五
条
第
一
項
の
「
虚
偽
事
項
の
公
表
罪
」
に
該
当

す
る
こ
と
で
あ
る
と
こ
ろ
、
ま
ず
仮
に
申
立
人
が
主
張
す
る
本
件
当
選
人
の
身
分
及
び
経
歴
の
詐
称
が

存
在
し
た
と
し
て
も
、
当
選
人
の
身
分
及
び
経
歴
の
詐
称
が
右
記
の
当
選
人
決
定
に
つ
い
て
の
違
法
に

当
た
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
（
昭
和
二
十
六
年
十
月
十
六
日
大
阪
高
等
裁
判
所
判

決
／
昭
和
二
十
六
年
（
ナ
）
第
二
十
号
、
平
成
四
年
十
二
月
十
七
日
名
古
屋
高
等
裁
判
所
判
決
／
平
成

四
年
（
行
ケ
）
第
一
号
）
、
こ
れ
を
も
っ
て
本
件
当
選
人
の
当
選
が
無
効
と
な
る
こ
と
は
な
い
。

な
お
、
公
選
法
第
二
百
五
十
一
条
は
「
当
選
人
が
そ
の
選
挙
に
関
し
こ
の
章
に
掲
げ
る
罪
を
犯
し
刑

に
処
せ
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
当
選
人
の
当
選
は
、
無
効
と
す
る
」
と
規
定
し
て
お
り
、
「
こ
の
章
に

掲
げ
る
罪
」
に
は
、
申
立
人
が
本
件
当
選
人
の
当
選
無
効
原
因
と
し
て
主
張
す
る
虚
偽
事
項
の
公
表
罪

（
同
法
第
二
百
三
十
五
条
第
一
項
）
も
含
ま
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
当
選
人
の
行
為
が
虚

偽
事
項
の
公
表
罪
に
該
当
す
る
か
の
認
定
・
判
断
は
専
ら
刑
事
上
の
訴
追
と
そ
の
結
果
に
委
ね
ら
れ
て

い
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
り
（
平
成
四
年
十
二
月
十
七
日
名
古
屋
高
等
裁
判
所
判
決
／
平
成
四
年
（
行

ケ
）
第
一
号
）
、
当
委
員
会
は
こ
れ
を
認
定
・
判
断
す
べ
き
立
場
に
は
な
い
。
ま
た
、
仮
に
本
件
当
選

人
が
本
件
選
挙
に
関
し
て
虚
偽
事
項
の
公
表
罪
を
客
観
的
に
犯
し
た
と
し
て
も
、
本
件
当
選
人
が
同
罪
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に
よ
り
刑
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
限
り
、
本
件
選
挙
に
関
し
て
本
件
当
選
人
が
現
実
に
虚
偽
事
項

の
公
表
罪
に
該
当
す
る
行
為
を
し
た
と
い
う
事
実
の
み
を
理
由
と
し
て
本
件
当
選
人
の
当
選
が
無
効
と

な
る
こ
と
は
な
い
（
平
成
四
年
十
二
月
十
七
日
名
古
屋
高
等
裁
判
所
判
決
／
平
成
四
年
（
行
ケ
）
第
一

号
）
。
そ
し
て
、
本
件
選
挙
に
関
し
て
、
本
件
当
選
人
が
虚
偽
事
項
の
公
表
罪
に
よ
り
刑
に
処
せ
ら
れ

た
こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
公
選
法
第
二
百
五
十
一
条
に
よ
っ
て

も
本
件
当
選
人
の
当
選
が
無
効
と
な
る
こ
と
は
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
選
挙
に
お
け
る
本
件
当
選
人
の
当
選
の
効
力
に
関
す
る
申
立
人
の
主
張
に

は
理
由
が
な
く
、
本
件
審
査
の
申
立
て
は
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

よ
っ
て
、
当
委
員
会
は
主
文
の
と
お
り
裁
決
す
る
。

令
和
三
年
八
月
六
日

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

遠

藤

俊

博


